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実
施
指
導
の
指
摘
事
項
及
び
改
善
結
果
に

つ
い
て
報
告
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
題
第
二
号　

諸
規
程
の
改
定
に
つ
い
て

以
下
の
規
程
の
改
定
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

・
役
員
報
酬
に
関
す
る
規
程

・
竹
の
子
学
園　

障
害
者
支
援
施
設　

運
営
規
程

・
竹
の
子
学
園　

短
期
入
所　

運
営
規
程

・
竹
の
子
学
園　

利
用
者
預
り
金
取
扱
規
程

・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
エ
ー
ル

　
　

指
定
特
定
相
談
支
援
事
業　

運
営
規
程　

　
　

障
害
児
支
援
事
業　

運
営
規
程

　
　

一
般
相
談
支
援
事
業
（
地
域
移
行
支
援
）
運
営
規
程

　
　

一
般
相
談
支
援
事
業
（
地
域
定
着
支
援
）
運
営
規
程

ま
た
、
以
下
の
規
程
を
新
設
し
ま
し
た
。

・
個
人
番
号
及
び
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程

議
題
第
三
号　

ヤ
マ
ト
ビ
ル
購
入
に
つ
い
て

第
二
回
理
事
会
以
降
、
予
定
及
び
予
算
に

つ
い
て
変
更
が
あ
り
、
再
度
審
議
し
ま
し
た
。

そ
の
他　

監
事
監
査
報
告
等

第
一
部
終
了
後
、
第
二
部
役
員
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。　

テ
ー
マ
『
新
社
会
福
祉
法
で
求
め
ら
れ
る

社
会
福
祉
法
人
の
責
務
と
経
営
』　

【
平
成
二
十
七
年
度　

第
二
回
理
事
会
】

が
、
平
成
二
十
七
年
七
月
十
七
日
、
竹
の

子
学
園
ヴ
ィ
ー
ホ
ー
ル
一
階
に
て
開
催
さ

れ
、
ヤ
マ
ト
ビ
ル
購
入
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

【
平
成
二
十
七
年
度　

第
二
回
監
事
監
査
】

が
、
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
二
日
、
竹

の
子
学
園
ヴ
ィ
ー
ホ
ー
ル
二
階
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
真
壁
監
事
、
真
田
監
事
に

よ
り
平
成
二
十
七
年
度
の
業
務
執
行
状
況

及
び
財
産
の
状
況
に
つ
い
て
監
査
を
行
い

ま
し
た
。

【
平
成
二
十
七
年
度　

第
三
回
理
事
会
及

び
役
員
研
修
会
】
が
、
平
成
二
十
七
年
十

二
月
九
日
、
竹
の
子
学
園
ヴ
ィ
ー
ホ
ー
ル

二
階
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部　

第
三
回
理
事
会
に
お
い
て
、
以
下
の
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。　

議
案
第
一
号　

平
成
二
十
七
年
度
神
奈
川

県
指
導
監
査
指
摘
事
項
及
び
改
善
状
況
報

告
に
つ
い
て

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
九
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
神
奈
川
県
に
よ
る
指
導
監
査
、

　

新
年
度
に
向
け
て
明
星
会
の
各
事
業
所
の

展
望
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
竹
の
子
学

園
で
は
、
平
成
二
十
五
年
に
約
十
名
の
利
用

者
の
地
域
移
行
を
は
た
し
、
定
員
を
五
十
六

名
に
し
ま
し
た
。
入
所
施
設
か
ら
地
域
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
、
と
い
う
考
え
方
は
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
入
所
者
の
地
域
移
行
の
た

め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
建
て
て
地
域
移
行

を
進
め
る
の
は
、
様
々
な
事
情
で
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
空
い
た
と

き
に
、
ま
ず
入
所
の
利
用
者
か
ら
優
先
し
て

少
し
ず
つ
で
も
地
域
移
行
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、不
幸
な
事
故
が
続
き
、

入
所
施
設
の
根
幹
で
あ
る
「
安
心
し
て
生
活

を
お
く
る
」こ
と
が
揺
ら
い
で
し
ま
い
ま
し
た
。

職
員
一
丸
と
な
っ
て
改
善
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。
竹
の
子
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
竹
の
子
学

園
と
の
併
設
の
為
、
様
々
な
不
都
合
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
た
び
、パ
ン
工
房
ハ
ッ

ピ
ー
の
近
く
に
物
件
が
見
つ
か
っ
た
の
で
移

転
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
に
は
移

転
で
き
る
見
通
し
で
す
。
ま
た
移
転
し
て
軌

道
に
乗
っ
た
時
に
は
、
定
員
の
増
加
も
考
え

て
い
き
ま
す
。
パ
ン
工
房
ハ
ッ
ピ
ー
は
、
就

労
移
行
の
利
用
者
さ
ん
の
就
職
が
相
次
い
で

決
ま
り
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
と
は
言
う

も
の
の
、
定
員
を
埋
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
利
用
の
た
め
の
実
習
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
竹
の
子
ホ
ー
ム
は
、
九
か
所

で
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
新

た
な
ホ
ー
ム
を
作
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
エ
ー
ル
は
、
県
西
圏
域

ナ
ビ
を
受
託
し
て
二
年
が
経
ち
軌
道
に
乗
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
相
談
員
を
三
名
配
置

し
て
、
計
画
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
地
域
の
福
祉
の
核
と
な
れ
る
よ
う
励
ん
で

い
き
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
ハ
ッ
ピ
ー
・
Ｏ
Ｎ
Ｅ
・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
は
四
年
目

を
迎
え
ま
す
。
南
足
柄
市
、
足
柄
上
郡
そ
れ

ぞ
れ
登
録
者
は
十
名
を
超
え
、
常
時
五
名
以

上
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
学
習
意
欲
の
向

上
な
ど
明
ら
か
な
成
果
が
見
え
、
今
後
も
充

実
し
た
内
容
で
の
継
続
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
の
新
し
い
事
業

と
し
て
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

ま
す
。
竹
の
子
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
移
転
先
の
一

階
部
分
を
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
改
装
工
事
の
関
係
で

四
月
ス
タ
ー
ト
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
整
備
で

き
次
第
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
つ
も
り
で
す
。
そ
の

時
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
と
も
社
会
福
祉

法
人
明
星
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

新

年

度

に

向

け

て

新

年

度

に

向

け

て

理
事
会
報
告

理
事
会
報
告

総
合
施
設
長 
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や
そ
の
家
族
・
行
政
・
福
祉
関
係
者
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意

見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。（
近
藤
）

　

<

参
加
者
の
意
見
〉
立
場
で
感
じ
て
い

る
こ
と
が
違
っ
た
。
相
談
支
援
専
門
員
と

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
、
高
齢
者
福
祉
、

教
育
、
医
療
と
の
連
携
が
必
須
で
あ
る
。

相
談
支
援
事
業
所
は
中
立
的
な
立
場
な
の

で
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
に
言
え
な
い

家
族
の
思
い
を
相
談
で
き
る
。
計
画
相
談

の
手
続
き
が
簡
略
化
で
き
る
と
い
い
。
当

事
者
の
強
み
を
ど
の
よ
う
に
計
画
に
結
び

つ
け
る
か
が
課
題
。
相
談
支
援
専
門
員
が

家
庭
や
事
業
所
へ
と
可
能
な
限
り
出
向
き

た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
計
画
相
談
の
件

数
が
多
く
、
な
か
な
か
訪
問
で
き
な
い
。

精
神
障
害
の
方
は
、
計
画
相
談
の
制
度
を

知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
今
日
の
よ
う
に

色
々
と
話
せ
る
機
会
を
こ
の
地
域
で
続
け

て
ほ
し
い
。

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日
（
木
）
マ

ロ
ニ
エ
に
て
、
計
画
相
談
の
意
見
交
換
会

を
圏
域
ナ
ビ
主
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
初

め
に
、
社
会
福
祉
法
人
唐
池
学
園　

貴
志

園　

冨
岡
貴
生
施
設
長
よ
り
、①
サ
ー
ビ

ス
等
利
用
計
画
の
現
状
②
個
別
支
援
計
画

と
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
整
合
性
に
つ

い
て
③
神
奈
川
県
相
談
支
援
専
門
員
人
材

育
成
ビ
ジ
ョ
ン
の
３
点
に
つ
い
て
ご
講
義

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
・
行
政
職
員
・

障
害
当
事
者
・
家
族
・
相
談
支
援
専
門
員

で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
計
画
相
談
が
導
入

さ
れ
て
良
か
っ
た
こ
と
、
課
題
、
要
望
な

ど
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で

意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。
お
菓
子
や
飲
み

物
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
肩

肘
張
ら
ず
に
話
し
合
い
を
し
た
こ
と
で
、

時
間
の
経
過
と
共
に
緊
張
が
ほ
ど
け
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
分
で
意
見
交
換
が
で
き

た
よ
う
で
す
。
貴
重
な
意
見
が
あ
が
り
、

日
頃
は
顔
を
合
わ
す
こ
と
の
な
い
立
場
の

方
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
有
意
義
な
時

間
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
当
事
者

　

平
成
二
十
八
年
二
月
十
日
に
竹
の
子
学
園

に
て
、
第
三
十
八
回
明
星
会
職
員
全
体
研
修

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
高
齢
知
的
障
害
者
へ

の
理
解
を
深
め
、
年
齢
を
重
ね
た
利
用
者
さ

ん
に
対
し
て
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
一

歩
上
の
支
援
を
目
指
し
て
い
く
事
を
目
的
と

し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
社
会
福
祉
法
人
聖
音
会
さ

が
み
野
ホ
ー
ム
施
設
長
の
佐
竹
昇
平
様
を
講

師
に
迎
え
「
高
齢
知
的
障
害
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て
」
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
が
み
野
ホ
ー
ム
は
高
齢
知
的
障
害
者
に

特
化
し
た
施
設
で
、
作
業
な
ど
を
通
じ
て
利

用
者
さ
ん
の
認
知
症
の
予
防
に
努
め
て
い
る

そ
う
で
す
。
作
業
を
行
わ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
事
で
認
知
症
へ
の
進
行
に
繋
が
り
や
す
い

事
を
学
び
、
作
業
を
す
る
時
間
は
利
用
者
さ

ん
の
生
活
の
中
で
重
要
な
役
割
だ
と
再
認
識

し
ま
し
た
。
ま
た
、「
高
齢
に
伴
い
痛
み
の

訴
え
が
出
来
な
く
な
る

(

感
じ
に
く
く
な

る)

と
い
う
事
を
知
り
、
日
常
の
中
で
利
用

者
さ
ん
の
小
さ
な
変
化
等
に
気
付
き
見
逃
さ

な
い
事
が
改
め
て
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

緊
急
を
要
す
場
面
は
、
い
つ
何
処
で
で
も

起
こ
り
う
る
事
で
あ
り
、
そ
の
時
に
落
ち
着

い
て
行
動
す
る
為
の
訓
練(

救
急
要
請
等)

を
行
な
っ
て
い
る
と
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

救
命
方
法
に
つ
い
て
も
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

で
あ
る
た
め
、
明
星
会
の
職
員
、
誰
も
が
出

来
る
よ
う
に
し
て
お
く
事
が
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

研
修
の
最
後
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
利
用
者

さ
ん
と
の
思
い
出
の
写
真
を
ま
と
め
た
映
像

を
観
ま
し
た
。
こ
の
映
像
を
作
る
事
で
、
職

員
は
支
援
の
一
区
切
り
を
付
け
る
事
が
で

き
、
利
用
者
さ
ん
と
共
に
映
像
を
観
て
故
人

を
偲
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
担

当
職
員
の
思
い
の
こ
も
っ
た
内
容
の
映
像
を

観
て
、
涙
を
流
す
職
員
も
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
明
星
会
全
体
で
も
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
中
で
、
支
援
と
同
時
に
介
護
に
関
し

て
の
知
識
や
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
各
支
援
員
が
感
じ
た
事
や
学
ん
だ
事
を

実
践
し
て
い

き

た

い

と

思
い
ま
す
。

（
府
川
）

圏
域
ナ
ビ
主
催
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　毎年恒例となりました県西地区グループホーム交流会が

２月６、７日に熱海の水葉亭で行われ、竹の子ホームでは

利用者２９名と職員６名合計３５名で参加しました。今年

はマイクロバス・現地集合・小田原駅集合の３組に分かれ

て行き、全員無事に着きました。水葉亭に着いたみなさん

は、お風呂に入ったり、他の部屋を訪ねて話をするなどし

て過ごしました。宴会では食事やお酒、カラオケ大会で盛

り上がりました。他のホームの職員や利用者さんと楽しん

で交流を深めることが出来た２日間でした。(土橋 )

梅の良い香り～。

天気が良くて富士山が
とてもきれいだったよ。

あま～いイチゴを
たくさん食べたよ！

ゲームで大盛り上がり！

サンドウィッチと
ケーキを食べたよ。

書
初
め
で
は

中
国
語
に
も
挑
戦
!!

グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
で
は

日
頃
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

カップヌードル
ミュージアムで
オリジナルカップ
ラーメン作り！

中
華
街
グ
ル
ー
プ
は

中
華
街
で
食
べ
歩
き
～
。

ハッピーの利用者さんが
講師になり、 地域の方
などたくさんの方に
参加して頂き、
とてもにぎわいました。

冬 の お も でい

竹の子ケアセンター竹の子ケアセンター竹の子ケアセンター竹の子学園竹の子学園竹の子学園

パン工房ハッピーパン工房ハッピーパン工房ハッピー

竹の子ホーム竹の子ホーム竹の子ホーム

いちご狩り
一泊旅行
いちご狩り
一泊旅行
いちご狩り
一泊旅行

日帰り研修
横浜へ

日帰り研修
横浜へ

日帰り研修
横浜へ

県西地区
グループホーム交流会

県西地区
グループホーム交流会

県西地区
グループホーム交流会

パン作り
体 験

パン作り
体 験

パン作り
体 験

梅 見梅 見梅 見

お正月お正月お正月

クリスマス会クリスマス会クリスマス会
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第３３回第３３回

神奈川県障害福祉職員実践報告会神奈川県障害福祉職員実践報告会神奈川県障害福祉職員実践報告会

　平成２７年度も地域の皆様とボランティアの皆

様のご協力の下、盛大に竹の子祭を開催する事が

できました。１１月２３日は連休の最終日と言う

事と雨天予報が出ていましたが、天候に恵まれ、

沢山の方に来場して頂きました。来場された方か

ら「今年も楽しみにしていました。また皆さんの

笑顔に会えるのが嬉しくて」と温かいお言葉を頂

きました。このような行事で少しずつ地域の方に

明星会を知ってもらう機会ができ、うれしく感じ

ます。また今年の模擬店は１２時過ぎには、ほぼ

完売し、うれしい誤算となりました。楽しみにさ

れていた方、すみませんでした。

　今年よりも来年、来年よりも再来年と続けていき、

地域の方やボランティアの方、明星会の利用者の方

がいつまでも笑顔で楽しめる竹の子祭に繋げていき

たいと思います。ご協力くださった皆様に感謝申し

上げます。本当にありがとうございました。（廣澤）

竹の子祭報告竹の子祭報告竹の子祭報告竹の子祭報告竹の子祭報告

　平成２７年度ちいき・ふくし博が２月１５日～１

９日に開催されました。南足柄市役所・アトリウム

に１５団体が利用者さんの作品を展示しました。目を

奪われるほどの大作もあります。来場者も年々増えて

場内の賑やかな場面が多くなってきました。竹の子ホー

ムの利用者さんが実行委員

賞を受賞して嬉しさもひと

しおとなりました。（土橋）

　あおぞらパーティーに参加した仲間達と、「夢、

趣味・特技、恋愛、フリートーク」のテーマ別に分

かれてグループワークを行ないました。それぞれ意

見を出し合い、参加者同士でアドバイスしたり、自

分の思う事を話したりと盛り上がってました。

　午後からは、お楽しみタイムで歌を聴いたり楽

器の演奏を聴き楽しみました。（松本）

　平成２８年２月１２日に神奈川県社会福祉会館に

て開催された実践報告会に参加しました。

　基調講演では、沖縄大学名誉教授・加藤彰彦氏に

「当事者の生き方を見つめ、その人に寄り添うとい

うこと」をテーマに話をして頂きました。

　分科会では、平成２７年８月に法人内の研究会で

の発表を経て、明星会から相談支援センターエール

と竹の子ホームが代表として発表を行いました。質

疑応答では、たくさん

の質問があり明星会の

実践に興味を持って頂

き「勉強になった」と

いう感想を頂きました。

日々の支援を報告する

ことは、聞く側だけで

なく、発表者側にとっ

ても有意義な時間にな

りました。（奥津）

あおぞらパーティーあおぞらパーティーあおぞらパーティー

ちいき・ふくし博ちいき・ふくし博ちいき・ふくし博
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こ
の
度
、
退
職
す

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

四
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
ご
家
族
を
始
め
、
利
用
者
様
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
差
別
解

消
法
施
行
等
、
こ
れ
か
ら
障
碍
福
祉
の
分

野
は
、
更
な
る
「
質
」
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
す
。
こ
の
過
渡
期
と
も
い
え
る
時
期
に
、

竹
の
子
学
園
で
学
ば
せ
て
頂
い
た
多
く
の

事
は
私
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
様
、
ご
家

族
様
、
関
係
者
様
、
職

員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間

の
五
年
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
明
星
会
は
皆
さ
ん
の
仲
が
良
く
、

そ
の
連
携
力
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
さ
は

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
何
か
の
折

に
お
会
い
で
き
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
と

き
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。

一
月
か
ら
竹
の
子
学
園

の
生
活
支
援
員
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の

業
種
で
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す

が
、
利
用
者
の
皆
様
と
沢
山
触
れ
合
い
良
き

生
活
支
援
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

他
、
ホ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
三
浦
圭

子
さ
ん
、
豊
田
昌
代
さ
ん
が
新
し
い
仲
間

と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。
皆
様
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

竹
の
子
学
園　

野
本
豊
さ
ん
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
カ
ラ
ー
印
刷
と
な
り
、
と

て
も
見
や
す
く
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が

皆
様
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
冬
は
暖
冬
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
早
く
か
ら
梅
や
桜
が
咲
き
始
め
ま
し

た
。
皆
様
も
春

を
探
し
に
い
き

ま

せ

ん

か
？

(

鈴
木
秀
和)

　

地
元
を
離
れ
一
人

暮
ら
し
を
始
め
た
私

で
し
た
が
、
居
場
所
を
つ
く
っ
て
く
れ
た

の
は
、
利
用
者
の
皆
様
の
笑
顔
や
、「
お

は
よ
う
」「
お
か
え
り
」
等
の
温
か
い
言

葉
で
し
た
。
そ
れ
は
私
の
基
本
の
心
得
と

も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
家
族
、
職
員

の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
に
よ
り
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
支
え
て
頂
い
た
八
年
間
で
し
た
。

皆
様
と
出
逢
え
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

パラ駅伝とは・・・

日本財団パラリンピックサポートセンター

主催の障がいのある方と、健常者が一緒に

１つのチームとなってゴールに向かってタ

スキをつなぐ駅伝です。

出場した矢島一也さんのコメント

初開催、初出場、初チームで初優勝が
出来て嬉しかったです！(中段左から３人目が矢島さん）

パラ駅伝 in TOKYOパラ駅伝 in TOKYOパラ駅伝 in TOKYO

　２０１５年１１月２９日に駒沢公園で開

催された第１回パラ駅伝 in TOKYO で竹の子

ホームの矢島一也さんが所属する神奈川県

のチームが優勝しました。明星会には、仕

事にスポーツと頑張る利用者さんが沢山い

ます。これからもそんな皆さんを応援して

いきたいと思います！ (奥津 )

編
集
後
記

ありがとう善意の気持ちありがとう善意の気持ちありがとう善意の気持ち

退
職
ご
あ
い
さ
つ

退
職
ご
あ
い
さ
つ

退
職
ご
あ
い
さ
つ

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
エ
ー
ル

　　　　　　　　

近
藤
光
伸

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
エ
ー
ル

　　　　　　　　

近
藤
光
伸

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
エ
ー
ル

　　　　　　　　

近
藤
光
伸

竹
の
子
学
園

　　　　　　 　

福
山
真
理

竹
の
子
学
園

　　　　　　 　

福
山
真
理

竹
の
子
学
園

　　　　　　 　

福
山
真
理

竹
の
子
学
園

　　　　　　　

市
川
喜
久
恵

竹
の
子
学
園

　　　　　　　

市
川
喜
久
恵

竹
の
子
学
園

　　　　　　　

市
川
喜
久
恵

竹
の
子
学
園

　　　　　　　　

石
飛
信
彦

竹
の
子
学
園

　　　　　　　　

石
飛
信
彦

竹
の
子
学
園

　　　　　　　　

石
飛
信
彦

追　
　

悼

追　
　

悼

追　
　

悼

横谷仁子さんよりパン工房ハッピーのために
オリジナルで素敵なブラックボードを寄付し
ていただきました！

【モニーク・チョークアート認定講師】

横谷　仁子さん（よこたに　きみこ）　

連絡先：090-4429-0208

看板製作やペット画製作を致します。

体験レッスンも随時受け付け中です。

プロコース資格取得レッスンも行っていま

すので興味のある方はお待ちしています。

読
売
セ
ン
タ
ー
小
田
原
城
北
様

鈴
廣
か
ま
ぼ
こ
株
式
会
社
様

寄付

新
職
員
紹
介

新
職
員
紹
介

新
職
員
紹
介


